














され るK-T(Kosterlitz-Thouless)相的であり, azは0･5程度である0 -万a⊥はかなり温



























(1) 低温で現れる均一相 (フェリ相 )は少量の不純物で破壊される｡ 結果,乱れた相 (KT-
1ike相 )が出現する｡
(2) 中間温度の乱れた相 (KT-1ike相 )は少量の不純物では破壊されない｡
(3) 不純物によるスピン構造のピン止効果が見られる｡ 相転移は"ボケ〝てくる｡
ランダム磁場 中のス ピン系





効果の概念が他の現象にも適用され (例えば リエントラントスピングラス ),それまで不可解
と思われていた現象の解明に一役を担おうとしている｡
しかしながら,ランダム磁場効果それ自身の問題は完全に解決したわけでなく,末だ疑問点
も多く残されている｡ 実験は中性子散乱,磁化,比熱測定によって行われているが,実験事実
を全てコンシステントに理解するに至ってはいない｡特に3次元磁性体がランダム磁場下で示
す様相は複雑である｡ 中性子散乱による長距離秩序の破壊の観測は,試料を磁場中冷却したと
きのみ確認され,零磁場冷却後磁場を印加 したときにはそれが見られない等である｡従って,
lowercriticaldimension(dl)が3であるのか2であるのか結論出来ない状態にあるo磁場の
履歴によって生 じた2つの異なる状態間の緩和時間が永すぎて真の平衡状態がいずれであるか
を判定し難いためなのか,あるいは,磁場中冷却中に生じた磁区が pimingされたためかいず
れかと考えられている｡
しかし,ランダム磁場効果という新しい概念は大変興味深く,ランダム媒質の相転移また秩
序状態の未解決の問題の理解-の一つの指針を与えることが明らかになりつつある｡強磁性か
らスピングラス-のリエントラント転移のメカニズムもランダム磁場効果に帰せられるという
解釈も実験家によってなされていることが本研究会でも議論された｡今後,実験的により深 く
チェックされることが期待される｡ 異方性の競合する混晶において見られるOAF相も,スピ
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